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園生活最後のなかよし発表会を終え、
やりきった表情の子どもたち

今でもピノキオのシーンを振り返り台詞を
言ったり、歌ったりしながら友だちと遊び
の中で余韻を楽しんでいます。

一年生になったら,「一人で寝るんだ！」
「新しい筆箱、買ってもらったんだ！」と
一つひとつの事が新鮮でドキドキ
わくわくしている様子がうかがえます。

子どもたちの楽しみな気持ちを大切にし、
小学校に向けて期待を高められるよう
サポートしていきたいと思います。
残り少ない園生活ですが、たくさん遊んで
たくさん笑って楽しく過ごしていきたいと
思います。ご協力を宜しくお願い致します。

おねがい
お別れパーティーや修了式など行事の多い
月です。配布している手紙や案内状に必ず
目を通してくださいね！

朝晩、冷え込む日が続きますが、日中
は春のぽかぽかとした暖かさを感じ
られることも多くなってきました。

４名でスタートしたひよこぐみも３月
には１２名となります。この１年で
歩くことができるようになったり、
“自分で”とお着替えをしたり、
スプーンやフォークで食事ができる
ようになってきました。

ひよこぐみの担任として可愛い子ども
たちとたくさんの思い出を作れたこと、
保護者の皆様と子どもたちの成長を
見守り、喜びを分かち合えたことを
うれしく思っています。至らない点も
多々あったと思いますが、たくさんの
ご協力本当にありがとうございました。

〇お知らせ〇
3月１日より、新しいお友だちが１名
入園します。仲良くしてくださいね♡

先日、最後の大きな行事、発表会を無事に
終えました。ぱんだぐみでは、1人台詞に
挑戦したり、自分たちでアイデアを出し
合って、身振りや手振りをつけて、37人
全員で作り上げた素敵な劇になりました＊

発表会を全力で楽しんだ満足感と、大きな
自信をつけた子どもたちは一回りも二回り
も大きく成長したように思います。
保護者の皆様には、最後まで温かく
見守っていただきありがとうございました。
ぱんだぐみでの生活も残り1ヶ月となりまし
たが、一日一日を大切に、楽しく元気に
過ごしていきたいと思います。
1年間たくさんのご理解とご協力を
いただき、ありがとうございました。

～お知らせ～
3月1日（金）より新しい
お友だちが仲間入りします。
仲良くしてくださいね！

早いものでりすぐみでの生活も残す
ところ１ヶ月となりました。
４月の頃はとても幼かった子どもたち
が、この１年で様々なことに挑戦し、
「自分でできた！」という達成感を
感じながら心身ともに大きく成長しま
した！子どもたちの成長を保護者の
皆様と見守ってこれたことを嬉しく
思っています。

★進級が楽しみです★
階段を上がって２階を探検したり、
うさぎぐみで遊ぶ機会も増えました。
１つお兄さんお姉さんになることに
期待を抱きながら、興味津々に夢中で
遊ぶ姿がとても嬉しそうです！

１年間本当に
ありがとうございました！

2月の発表会では、大勢のお客さまを
前に緊張しながらもお友だちと力を合わ
せて台詞を言ったり、役になりきって
表現したりと、子ども達の頑張りを見る
ことができ嬉しかったです。

うさぎぐみでの生活も残り1ヵ月と
なりました。２階の部屋になりドキドキ
ワクワクした４月。あれから１年。
子ども達は様々なことにチャレンジして
きました。例えば①手洗い指導を受け手
を丁寧に洗うこと②はさみで直線や丸を
切ること③椅子を片づけること④ルール
のある鬼ごっこ、等すべてが素敵な思い
出です。子ども達と楽しい思い出がたく
さんできたのも保護者の皆様のご理解と
ご協力のおかげです。
３月は、天気の良い日は散歩に出かけ
お友だちとの絆を深めていこうと思って
います。
一年間本当にありがとうございました。
ｄ

お部屋に差し込むやわらかな陽射しが、今年度の残りわずかな時間をそっと包み込んで
くれます。この一年を振り返り、一人ひとりが自分のペースで大きく逞しく成長した
姿に喜びを感じています。保護者の皆様にはこの一年間、ご理解とご協力いただき
ましたこと心より感謝申し上げます。

子どもたちは、“過ち”を通して何が正しいのかを学びます。
だから子どもが間違いをしても、『二度とこんなことをするんじゃありません』と
大声で叱る代わりに、ちょっと違った角度から見てみましょう。
『これは、子どもと自分が人生について学ぶチャンスだ。』と考えてください。そして
『どうしてこんなことになったのかな？』と問いかけてみましょう。そうすれば、
自分が間違えてもちゃんとそれを見守り、受け入れてくれる人がいるということが
子どもにもわかります。たとえ失敗した時でも、親はいつも自分の味方なのだという
ことに気づき安心して間違いの原因を見つけようとするのです。そんな親の対応により、
子どもは心を開き『うまくいかなかったけれど、本当はこうしたかったんだ。』という
ことを話すきっかけが生まれます。
“過ち”は、学びへの扉を開き、親と子の会話する機会ともっと良い
行動を学ぶチャンスを与えてくれるのです。『次こそは、もっとうまく
やるよ。』と意欲が生まれます。こんなやりとりを通して、子ども
自身が、自分の才能や適切な態度や行動を発見していくのです。
繰り返しの中でうまくいけば、教え込まなくても自分らしく日常
生活に取り入れて力まず心穏やかに生活していけるようになるのでは
ないでしょうか。

月日が経つのは本当に早く、あひる組
として過ごす最後の月となりました。
入園当初はお母さんと離れるのが寂しく
て泣いていた子どもたちは、ニコニコ
笑顔で「先生おはよう！」と登園して
くれます！『自分で！』と自分の力で
頑張ろうという気持ちも芽生えてきて、
衣服の着脱やお片付けなど、出来ること
が沢山増えました。

お友達とも積極的に関わり「○○ちゃん
どこかな～」「△△君と遊んだよ！」と
お友達の名前を覚えて誘って遊ぶ姿が
多く見られるようになりました！
そんな子ども達の成長を保護者の皆様と
一緒に見守り、喜び合えたこと、心より
感謝しております。至らぬ点も沢山
あったと思いますが

たくさんのご理解とご協力をいただき
本当に有難うございました
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